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地域の「支え手」「担い手」として、生涯現役社会の実現に向けて 

シルバー会員大募集！ 
お知り合いの方を 
ご紹介ください 

家庭からの受注拡大! 女性会員増強中!! 

 
入会 
資格 

厚木市内在住の 60 歳以上で健康で働く意欲 
がありセンターの目的に賛同する方  
 入会説明会受講（毎月第２水曜日 午前１０時） 
 接遇研修会受講（毎月第３水曜日 午前１０時） 

入会申込書・承諾書・配分金振込口座届の提出 

理事長承認・年会費３千円納入 

 会
員
登
録 

入
会
手
続 

シ
ル
バ
ー
は
親
切
・
丁
寧 

個人・家庭からの仕事や、企業から 

の継続的な仕事の受注拡大を図っ

ています。ご近所の方や以前勤務

していた会社をご紹介ください。 

情報をお待ちしています 046-224-9585 まで 

お引受けできる仕事 ∽∽                  ∽∽ 

家事援助 高齢者介助 育児支援 除草・草刈 

植木剪定 襖・障子張替 修繕（大工・塗装） 

パソコン出張指導 宛名書き 屋内外軽作業など 

シ
ル
バ
ー
は
人
の
輪
・
知
恵
の
輪
・
地
域
の
輪 

志志志村村村理理理事事事長長長   
副副副市市市長長長         市市市議議議会会会議議議長長長      老老老連連連会会会長長長      市市市福福福祉祉祉部部部長長長   

厚木市シルバー人材センター 

設立30周年記念号 
30 
th 

 
令和元年度定時総会開催 

松本副市長はじめ、市議会議長、老連会長、市福祉部長を迎え 

盛大に催されました 

入会 
説明会の 
お知らせ ９月まで第１・第２水曜日（午前１０時）の月２回実施します！ 

 

令
和
と
３
０
周
年 

あ
な
た
も
私
も 

気
分
一
新 

記念事業の演芸 
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
元
年
４
月
１

日
に
社
団
法
人
と
し
て
設
立
以
来
、
こ

こ
で
め
で
た
く
30
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

設
立
当
初
５
百
６
人
だ
っ

た
会
員
数
は
、
現
在
で
は
千

人
を
超
え
、
約
１
億
２
千
万

円
だ
っ
た
契
約
金
額
は
、
約

４
億
６
千
万
円
へ
と
発
展
を

遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
れ
も
偏
に
行
政
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
諸
団
体
の
皆

様
の
御
支
援
と
御
協
力
、
そ

し
て
、
会
員
皆
様
の
御
尽
力

の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
24
年
に
は
、
よ
り
公
益
性
を
求

め
ら
れ
、
社
会
的
信
頼
度
の
高
い
公
益

社
団
法
人
へ
移
行
し
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。 

平
成
30
年
３
月
に
は
、
第
１
次
基
本

計
画
を
策
定
し
、
５
箇
年
の
計
画
目
標

を
定
め
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
の
受
託
や
「
空
き
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」
の

締
結
に
よ
り
高
齢
社
会
に
適
応
し
た

「
社
会
の
担
い
手
」
と
な
る
受
注
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
契
約
金
額
は
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
に
つ
い
て

は
、
横
ば
い
と
伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
。 

全
国
的
な
再
雇
用
制
度
等
の
浸
透
に

よ
り
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
年

齢
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の

背
景
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｒ
活

動
を
強
化
し
、
会
員
ニ
ー
ズ
の

取
り
入
れ
な
ど
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
会

員
の
増
強
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 今

年
は
、
元
号
が
令
和
に
代

わ
り
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
し
、
労
働
力
人
口
が
減
少

し
て
い
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実

現
に
大
い
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

令
和
の
時
代
も
関
係
各
位
に
は
、
変

わ
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の

御
健
勝
を
祈
念
し
、
設
立
30
周
年
を
迎

え
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、

設
立
30
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

貴
セ
ン
タ
ー
は
平
成
元
年

の
法
人
化
以
来
、
長
き
に
わ

た
り
地
域
の
「
支
え
手
」・「
担

い
手
」
と
し
て
、
地
域
社
会

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
志
村
利
夫
理
事

長
を
は
じ
め
、
歴
代
の
理
事

長
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
の
御
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

こ
の
三
十
年
の
間
に
、
時

代
は
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
市
民
の
四
人

に
一
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
生
涯
現
役
社
会
を
目
指
し
て
働

く
会
員
の
皆
様
の
姿
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
希
望
の
光
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
市
が
目
指
す
「
地
域
包
括
ケ
ア

社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
第
一
線
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

要
支
援
者
等
の
方
々
の
日
常
生
活
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者
の
皆
様

の
孤
立
を
防
ぎ
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
る
た
め
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。 貴

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
が
掲
げ
る
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

基
本
理
念
は
、
ま
さ
に
今
の
時

代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、

こ
の
基
本
理
念
の
下
、
高
齢
者

の
就
業
機
会
の
確
保
や
提
供
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
経
験
や
知

識
を
最
大
限
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
皆
様
が
明
る
く
元
気

に
過
ご
せ
る
「
日
本
一
の
ま
ち
あ
つ
ぎ
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

結
び
に
、
厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
、
設
立
30
周
年
を
契
機
と
し

て
一
層
の
御
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
と

と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

３０周年を祝して 

３０周年を迎えて 

理事長 

志村 利夫 

厚木市長 

小林 常良 
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公益社団法人厚木市シルバー人材センターのあゆみ 

受託件数：平成 12 年度まで年間契約は１ヶ月１件とカウント 

平成 13 年度以降年間契約は年間１件とカウント 

年度 会員数
（人）

受託件数
（件）

契約金額
(百万円)

平成元年 506 1,289 117

平成４年 582 1,368 130

平成８年 680 2,288 173

平成１２年 887 3,190 255

平成１６年 1,179 1,981 406

平成２０年 1,270 2,710 386

平成２４年 1,072 4,311 363

平成２８年 1,047 4,793 397

平成３０年 1,056 4,779 460
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4,000

4,500

5,000

平
成
元
年 

平
成
４
年 

平
成
８
年 

平
成
１
２
年 

平
成
１
６
年 

平
成
２
０
年 

平
成
２
４
年 

平
成
２
８
年 

平
成
３
０
年 

会員数 

（人） 

受託件数 

（件） 

契約金額 

(百万円) 

人・件 百万円 

　　　　　　　　　センターのあゆみ　　　　　　　　　　　日本の出来事

社団法人厚木市シルバー人材センター発足

初の大型関税である消費税法が施行され、消費税の３％徴収が始まった

地域班を各公民館単位に設置

国家公務員の週休２日制スタート

厚木市シルバー人材センター設立１０周年記念式典開催

ソニーが子犬型ペットロボット「AIBO」の発売を開始

「シルバーの日」を設置し、各地域班で活動開始

地上デジタルテレビ放送が東京、大阪、名古屋で開始

ホームページ運用開始

ヨン様フィーバー、マツケンサンバがヒット

中・長期基本計画策定

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）スタート

事務費率を５％から７％へ引き上げ

小惑星探査機「はやぶさ」が地球に帰還

顧客満足度調査実施

東日本大震災発生

公益社団法人移行

東京スカイツリー開業

請負代金のコンビニ支払い導入

消費税が５％から８％に増税

安全就業優良賞受賞、女性会員強化のための女子会結成

マイナンバー制度がスタート、北陸新幹線、長野‐金沢間が開業

厚木市自転車等駐車場の指定管理業務受注

築地市場が８３年の歴史に幕を閉じ豊洲市場へ移転

厚木市シルバー人材センター設立３０周年記念事業実施

２０２年ぶりに天皇が生前退位。陛下は「上皇」に
令和元年（2019年）

平成22年（2010年）

平成23年（2011年）

平成24年（2012年）

平成26年（2014年）

平成27年（2015年）

平成30年（2018年）

平成20年（2008年）

平成元年（1989年）

平成４年（1992年）

平成11年（1999年）

平成15年（2003年）

平成16年（2004年）
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センターの想い出 
受賞者からお言葉を頂きました。 

これからもよろしくお願い致します。 

                              

     


 

笠
井 

康
枝
（
温
水
） 

 


 

山
口 

太
志
（
愛
名
） 

 


 

柳
田 

博
司
（
妻
田
北
） 


 

小
野 

芳
靖
（
飯
山
） 

 


 

栗
原 

 

實 

（
及
川
） 

 


 

糟
谷 

き
く
江
（
鳶
尾
） 


 

森 

美
津
子
（
中
荻
野
） 


 

太
田 

正
志
（
妻
田
東
） 


 

飯
田 

芳
美
（
森
の
里
） 


 

小
林 

忠
雄
（
鳶
尾
） 

 


 

手
塚 

泰
男
（
旭
町
） 

 


 

沼
田 

金
喜
（
鳶
尾
） 

 


 
佐
伯 

文
夫
（
緑
ヶ
丘
） 


 

宇
野 
克
彦 

（
林
） 

 

             

 

セ
ン
タ
ー
で
の
思
い
出 

笠
井 

康
枝 

 
 

 
 

（
温
水
） 

 

平
成
６
年
の
11
月
に
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
１
年
前
に
生
ま

れ
た
初
孫
が
、
今
25
歳
で
一
人
前
に
働

い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
時
間
が
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
す
。 

週
１
回
の
仕
事
の
日
は
仲
間
と
の
ふ 

れ
あ
い
の
場
で
あ
り
、
ラ
ン 

チ
タ
イ
ム
に
は
、
お
か
ず
や 

お
菓
子
を
分
け
あ
っ
た
り 

と
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
一
日
奉
仕
の
日
」 

と
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
は
、 

中
央
公
園
な
ど
の
草
む
し 

り
に
精
を
出
し
ま
し
た
。 

 
 

年
１
回
の
お
楽
し
み
旅
行 

 

で
は
、
旅
行
の
最
後
に
職
員 

の
「
家
に
着
く
ま
で
が
旅
行 

で
す
か
ら
。
」
の
一
言
が
愉

快
な
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ま
で
25
年
あ
ま
り
、
社
会
の
一

員
と
し
て
仕
事
を
続
け
て
き
た
こ
と

が
、
85
歳
の
今
も
元
気
で
い
ら
れ
る
秘

訣
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ら

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展
を 

手
塚 

泰
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
旭
町
） 

 

私
は
60
歳
で
協
和
銀
行
（
現
り
そ
な 

銀
行
）
の
関
連
会
社
を
退
職
後
に
、
厚 

木
南
公
民
館
の
夜
間
休
日
受
付
業
務
の 

募
集
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に 

そ
の
業
務
が
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な 

り
、
入
会
し
ま
し
た
。 

 

私
の
主
な
仕
事
と
し
て
は
、

厚
木
南
地
域
に
４
箇
所
あ
る
公

園
の
草
む
し
り
で
、
４
、
５
人

の
気
の
合
う
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま

れ
て
楽
し
く
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

平
成
20
年
か
ら
２
年
間
、
厚

木
南
地
域
の
班
長
と
理
事
に
就

任
し
ま
し
た
。
事
務
局
の
方
々

の
暖
か
な
御
協
力
を
得
ら
れ
た

数
年
間
で
し
た
。 

 

現
在
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
政
府
も 

い
ろ
い
ろ
と
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、

全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役 

割
が
今
後
大
い
に
注
目
さ
れ
て
く
る
と 

思
い
ま
す
。 

 

会
員
の
方
々
の
健
康
と
、
セ
ン
タ
ー 

の
発
展
を
切
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

■ 

森
住 

勝
夫
（
三
田
） 

■ 

田
中 

忠
義
（
小
野
） 

■ 

飯
島 

洋
治
（
南
町
） 

■ 

吉
澤 

和
枝
（
愛
甲
） 

■ 

古
舘 

博
士
（
吾
妻
町
） 

■ 

荻
山 

清
治
（
七
沢
） 

 

正

会 

員 

表 

彰 

正
会
員
と
し
て
継
続
し
て
20
年
以
上 

 

（
敬
称
略
） 

設
立
３
０
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
、
セ

ン
タ
ー
の
事
業
発
展
の
た
め
、
多
年
に
わ

た
り
貢
献
さ
れ
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

役
員
（
６
名
）
及
び
会
員
（
14
名
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

24
年 

21
年 

21
年 

21
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

20
年 

  

 
 

役 

員 

表 

彰 

役
員
と
し
て
３
期
以
上 

 
（
敬
称
略
） 
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年度

項目

契約金額 460.651千円 413,654千円 11.4%

会員数 1,051人 1,071人 △ 1.4％

就業率 92.5% 89.9% 2.6ﾎﾟｲﾝﾄ

平成３０年度 平成２９年度 前年度比

                        

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、

労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
企
業

に
お
い
て
は
定
年
延
長
や
、
65
歳
ま
で
の

継
続
雇
用
が
広
く
浸
透
し
、
も
は
や
高
齢

者
が
働
く
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
年
金
財 

  源
の
確
保
の
面
か
ら
も
、
更
な
る
給
付
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
が
議
論
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
よ
り
積
極
的
な

就
労
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
働
け
る
人

が
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、

国
を
上
げ
て
取
り
組
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な

状
況
を
鑑
み
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。 

１ 

計
画
の
視
点 

・
会
員
の
増
強 

・
受
注
の
拡
大 

・
組
織
体
制
の
充
実 

・
安
全
適
正
就
業
の
徹
底 

・
財
政
基
盤
の
確
立 

・
連
携
・
交
流
活
動
の
推
進 

 

２ 

事
業
計
画
目
標 

● 

会
員
数 

１
１
３
０
人 

(

前
年
度
比
74
人
増) 

● 

経
常
収
益 

約
５
億
１
９
５
７
万
円 

主
な
内
訳
は
、
受
注
額
約
４
億
６
千
万

円
、
会
費
約
３
３
９
万
円
、
補
助
金
約
５

５
０
５
万
円
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
経
常
費
用
は
、
事
業
費
約
５
億
８

６
１
万
円
、
管
理
費
約
１
０
９
５
万
円
と

し
ま
し
た
。 

   

 

 

平
成

30

年
度

の
事
業
実
績
は
、

民
間
事
業
所
等
か

ら
の
受
注
が
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、

公
共
団
体
や
個
人

か
ら
の
就
業
拡
大

を
図
っ
た
結
果
、

第
一
次
基
本
計
画

で
設
定
し
た
目
標

値
を
大
幅
に
上
回

る
約
４
億
６
千
万

円
の
受
注
額
に
達

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

全

国

的

に

事

業
実
績
の
伸
び
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
当

セ
ン
タ
ー
が
こ
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
き
た
の
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
、
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
業

務
の
遂
行
が
図
ら
れ
た
と
共
に
、
会
員
・

役
職
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
普
及
啓
発
活

動
を
行
い
、
就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

 

     

役
員
の
任
期
満
了
、
ま
た
は
選
出
母
体 

の
役
員
改
選
に
伴
い
、
退
任
さ
れ
た
理
事 

の
方
に
代
わ
り
、
新
た
に
３
名
の
方
が
選 

任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

退
任
役
員
（
敬
称
略
） 

 

令
和
元
年
６
月
14
日
を
も
っ
て
３
人

の
理
事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

前
常
務
理
事 

石 

井 

勝 

 

前
理
事 

 
 

石 

塚 

俊 

二 

 

前
理
事 

 
 

三 

堀 

友 

康 

 
 

 

 

新
任
役
員
（
敬
称
略
） 

  

常
務
理
事 

 

加 

藤 
 

毅 

  

理
事 

 
 

 

武 

藤 

慎 

一 

  

理
事 

 
 

 

大 

塚 

清 

一 

 

 

任
期
は
、
令
和
元
年
６
月
14
日
よ
り
、

令
和
２
年
度
定
時
総
会
ま
で
で
す
。 

 

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令

和

元

年

度

定

時

総

会

開

催 
  

６
月
14
日
、
令
和
元
年
度
定
時
総
会

は
松
本
副
市
長
、
難
波
厚
木
市
議
会
議

長
、
小
松
老
連
会
長
、
安
藤
福
祉
部
長

を
迎
え
、
会
員
八
五
四
名
（
委
任
状
含

む
）
の
出
席
の
な
か
厚
木
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
４
件
の
報
告

が
行
わ
れ
た
後
、
議
案
２
件
が
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

事
業
報
告
・
収
支
決
算 

事
業
計
画
・
収
支
予
算 

役

員

選

任 
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平
成
最
後
と
な
る
第
二
回
地
域
班
会

議
は
、
去
る
２
月
12
日
の
厚
木
北
地
域

班
を
皮
切
り
に
、
２
月
26
日
の
緑
ヶ
丘

地
域
班
ま
で
全
17
地
域
班
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

地
域
班
全
体
で
の
出
席
者
数
は
４

７

６
人
で
出
席
率
は
、
44
・
9
％
で

し
た
。 

会
議
の
案
件
の
う
ち
、
業
務
受
注
情

報
と
し
て
、
平
成
31
年
２
月
１
日
現
在
、

８
公
民
館
の
管
理
な
ど
で
12
名
の
募

集
が
あ
っ
た
ほ
か
、
除
草
班
・
植
木
班

の
就
業
者
募
集
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
会

員
数
が
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が

業
務
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
会
員

数
の
増
強
が
急
務
で
、
会
員
か
ら
も
身

近
な
人
に
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
勧
誘

し
て
ほ
し
い
旨
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
30
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
い
て

は
、
管
理
部
門
の
契
約
金
額
が
大
幅
に

伸
び
た
こ
と
に
よ
り
過
去
最
高
に
な
る

見
通
し
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 就

業
時
の
事
故
発
生
件
数
は
、
近
年

減
少
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
事
故
が

な
い
よ
う
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
の
案
件
と
し
て
、
新
年
度
会

費
納
入
の
手
続
き
と
、
セ
ン
タ
ー
設
立

30
周
年
記
念
事
業
が
定
時
総
会
に
合
わ

せ
６
月
14
日
厚
木
市
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

厚
木
警
察
署
・
交
通
課
の
警
察
官
を

講
師
に
交
通
安
全
講
習
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

で
加
害
者
や
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
大
変
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。 

  

  
 

 
 

相
川
地
域
班
（
敬
称
略
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

   

任
期
は
２

０

２

０
年
３
月
31
日
ま
で 

  

愛
甲
地
域
班
長 

関
屋 

猛 

 

今
回
は
愛
甲
地
域

班
で
実
施
し
て
い
る

活
動
の
中
で
、
愛
甲
女

子
会
に
つ
い
て
御
紹

介
し
ま
す
。 

こ
の
会
は
、
毎
年

10
月
に
実
施
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

の
後
、
労
を
ね
ぎ
ら
う

た
め
に
開
催
し
た
懇

親
会
が
き
っ
か
け
で

し
た
。 

３
回
ほ
ど
懇
親
会
を
開
催
し
た
後
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
後
の
懇
親
会
か
ら
地
域

の
お
店
で
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
た
め
の
食
事
会
へ
と
姿
を
変
え
ま
し

た
。 食

事
会
で
一
番
よ
く
聞
く
声
は
、「
同

じ
地
域
班
同
士
で
も
仕
事
が
違
う
と

中
々
会
う
こ
と
も
な
く
、
自
分
以
外
の

会
員
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
な

ど
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

こ
の
食
事
会
を
き
っ
か
け
に
、
お
互
い

の
こ
と
を
知
る
情
報
交
換
が
で
き
て
す

ご
く
楽
し
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

毎
回
の
話
題
は
様
々
で
、
趣
味
の
話

か
ら
健
康
維
持
の
話
や
シ
ル
バ
ー
の
会

員
が
増
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
な
ど
組
織
の
強
化
に
つ
な
が
る

話
題
な
ど
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
を
増
や
す
と
と

も
に
楽
し
く
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

石
田 

誠 
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接
遇
を
考
え
る(

第
７
回) 

 
 

 
 

 

引
き
継
が
れ
る
真
摯
な
気
持
ち 

 
 

 
 

毛
利
台 

拝
郷 

芳
樹 

  

 

国
保
年
金
課
か
ら
の 

 
 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス 

  

 

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
を
経
て
初
め
て

就
業
す
る
日
、
研

修
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
頭
の
中
で
反

復
し
て
公
民
館
業

務
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
挨
拶
か
ら
、
さ
わ
や
か
に
明
る
く

声
を
掛
け
る
こ
と
に
注
意
を
し
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
声
を
か
け
る
と
利
用
者
か
ら
も

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
返
事
が
返
っ
て
き
ま

し
た
、
こ
れ
で
挨
拶
の
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
人
か
ら
「
新
人
さ
ん
？
」
と
問
わ

れ
「
は
い
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
答
え
る
と
、「
今
ま
で
い
た
〇
〇
さ

ん
は
ど
う
し
た
の
」
と
言
わ
れ
「
〇
〇
さ

ん
は
公
民
館
業
務
を
終
了
さ
れ
ま
し
た
」

と
伝
え
る
と
、
色
々
な
事
に
親
切
に
対
応

し
て
頂
き
ま
し
た
、
会
っ
た
ら
宜
し
く
お

伝
え
く
だ
さ
い
と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。 

前
任
者
は
接
遇
研
修
で
学
ん
だ
事
を
遂

行
し
て
お
客
様
か
ら
好
感
を
得
て
い
た
の

だ
な
と
思
い
ま
す
、
私
も
『
オ
ア
シ
ス
ハ

ヨ
イ
』
に
心
掛
け
前
任
者
に
負
け
な
い
様

に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

仕
事
の
内
容･

決
ま
り
事･

手
続
き
等
を

よ
く
把
握
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
は
駐
輪
場
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
、
お
客
様
か

ら
は
「
行
っ
て
来
ま
す
」
・
「
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
が
返
っ
て
き
ま
す
。 

就
業
の
終
わ
り
に
は
、
委
任
さ
れ
た
業

務
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
翌
日

の
担
当
者
に
安
心
し
て
業
務
の
引
き
継
ぎ

が
出
来
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
に
接
遇
で
学
ん
だ
事
を
お
客
様

と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
業
務
で
実
践

し
て
い
ま
す
。 

 

女
子
の 

会  

「 

さ
つ
き
趣
味
の
会
」
便
り 

 
 

 
 

 
 

会
長 
長
尾
久
美
子 

 

毎
月
第
４
水
曜
日
に
飛
田
先
生
の
ご
指

導
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
の
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。 

健

康

を

意

識

し
た
発
声
練
習

を
は
じ
め
、
呼

吸
法
を
取
り
入

れ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
中
心
に
楽

し
く
レ
ッ
ス
ン
が

進
み
ま
す
。 

今
で
は
全
員
課
題
曲
を
一
人
で
歌
う
こ

と
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
自
信
を
つ
け
て

き
ま
し
た
。 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
声
も
伸
び
や

か
に
な
り
、「
歌
の
心
」
に
ま
で
気
持
ち
を

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

先
生
か
ら
は
「
月
１
回
の
レ
ッ
ス
ン
に

も
か
か
わ
ら

ず
上
達
が
早

く
、
声
の
伸

び
が
素
晴

ら
し
い
」

と
お
褒
め

の
言
葉
を

頂
き
ま
し

た
。 参

加
者

か

ら

は

「
日
頃
大

き
な
声
を

出
す
こ
と

も
な
い
生

活
な
の
で
、

１
か
月
に
１
回
で
も
歌
う
こ
と
で
気
分
も

ス
ッ
キ
リ
笑
顔
も
増
え
た
」
と
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。 

皆
様
も
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
、

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

   

国
保
年
金
課 

櫨
山 

潤 

 
 

 
 

 

「
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

厚
木
市
で
は
、

本
年
度
も
特
定
・
長
寿
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
健
診
は
、
国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
方
を
対

象
と
し
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
生
活
習
慣
病
の
発
症
、
重
症
化
予
防

を
目
的
と
し
た
健
康
診
断
で
、
６
月
中
旬

に
が
ん
検
診
等
の
案
内
と
一
緒
に
受
診
券

を
発
送
し
ま
し
た
。 

血
液
検
査
や
血
圧
測
定
、
検
尿
等
の
検

査
を
通
常
よ
り
も
約
９
千
円
安
く
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
受
診
券
が
届
い
た
ら
医
療

機
関
へ
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
保

年
金
課
国
保
管
理
係
☎
０
４
６-

２
２
５-

２
１
２
５
（
特
定
健
診
）
ま
た
は
長
寿
医

療
係 

☎
０
４
６-

２
２
５-

２
２
２
３

（
長
寿
健
診
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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今
回
は
、
市
営
玉
川
球
場
前
で
行
っ

て
い
る
「
交
通
指
導
サ
ー
ビ
ス
」
の
現

場
を
訪
れ
、
指
導
を
見
学
し
た
後
、
リ

ー
ダ
ー
の
今
村
正
昭
さ
ん
ら
チ
ー
ム
4

名
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

こ
の
業
務
は
、
岡
津
古
久
の
日
産
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー(

Ｎ
Ｔ
Ｃ)

に
自
動

車
通
勤
す
る
社
員
と
、
地
域
中
学
生
の

通
学
の
安
全
共
生
を
図
る
た
め
、
日
産

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
受
注

し
、
4
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

サ
ー
ビ
ス
業
務
は
８
名
が
２
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
交
互
に
平
日
の
早
朝
７
時

～
８
時
30
分
の
間
、
球
場
前
の
交
差
点

と
近
く
の
Ｔ
字
路
で
２
名
ず
つ
が
交
通

整
理
と
安
全
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
場
を
訪
れ
た
日
は
、
早
朝
か
ら
激

し
い
降
雨
の
悪
条
件
で
し
た
。
交
通
指

導
の
際
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
制
服
・

制
帽
に
身
を
固
め
、
手
に
は
誘
導
棒
を

持
ち
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
、
手

際
よ
く
自
動
車
の
往
来
と
登
校
す
る
中

学
生
の
道
路
横
断
を
指
導
し
て
い
ま
し

た
。 現

場
付
近
の
玉
川
北
側
に
は
、
森
の

里
～
愛
甲
石
田
駅
方
面
に
通
じ
る
幹
線

道
路
「
上
粕
屋
厚
木
線
」
が
あ
り
、
多

く
の
車
両
が
走
行
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
交
通
指
導
を
行
っ
て
い
る
玉

川
南
側
の
道
路
は
、
本
来
、
脇
道
で
す

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
へ
の
通
勤
路
に
も
な
り
、

信
号
機
が
少
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
か
、

か
な
り
の
交
通
量
で
、
見
通
し
の
悪
い

場
所
で
の
交
通
指
導
は
、
一
瞬
の
気
も

許
せ
な
い
緊
張
し
た
業
務
で
す
。 

現
場
付
近
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
武
将
、

愛
甲
三
郎
と
源
頼
朝
の
妻
、
北
条
政
子

と
の
確
執
を
伝
え
る
「
縁
切
り
橋
」
の

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

交
通
指
導
員
の
姿
は
交
通
災
害
か
ら

の
「
縁
切
り
」
を
目
指
す
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
エ
イ
ト
マ
ン
と
し
て
目
に
焼
き
付

き
ま
し
た
。 

            

鳶
尾
に
お
住
ま
い
の
前
川
ま
り
子
さ

ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。 

前
川
さ
ん
は
、
訪
問
看
護
の
お
仕
事

を
退
職
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
チ
ラ
シ
を
見
て
興
味
が
わ
き
会
員
登

録
を
し
た
そ
う
で
す
。 

現
在
は
、
個
人
の
お
宅
と
公
民
館
で
、

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま

す
。 相

手
の
要
望
に
寄
り

添
い
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
に
、
最
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。 

仕
事
先
で
信
頼
関
係

が
築
け
た
時
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

相
手
に
媚
び
る
こ
と

な
く
、
自
分
を
素
直
に
出

す
こ
と
が
相
手
と
の
距

離
を
な
く
す
近
道
と
も

話
し
て
い
ま
し
た
。 

今
、
若
手
落
語
家
の
寄
席
に
行
く
こ

と
が
楽
し
み
で
、
ま
た
、
料
理
・
食
べ

歩
き
も
大
好
き
で
、
友
達
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ご
こ
ろ
を
忘
れ
ず

仕
事
を
続
け
、
得
意
な
料
理
を
い
か
せ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
最
高
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 安
全
管
理
委
員
長 

田
中
行
衛 

 

日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
に
は
、
安

全
・
適
正
就
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

お
よ
そ
30
年
間
の
平
成
が
終
わ
り
、

新
た
に
令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
今
後
も
次

の
よ
う
な
こ
と
を
重
点
項
目
に
置
き
、

安
全
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

・
刈
払
い
機
に
よ
る
事
故
防
止(

飛
び
石

に
よ
る
人
身
事
故
、
車
両
ガ
ラ
ス
の

破
損
） 

・
熱
中
症
予
防
と
対
策
の
周
知(

こ
ま
め

に
水
分
と
塩
分
の
補
給
） 

・
交
通
事
故
防
止 

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化 

 

☆
平
成
30
年
度
の
事
故
発
生
件
数 

・
傷
害
事
故
４
件 

・
賠
償
事
故
５
件 

合
計
９
件 

（
参
考
：
平
成
29
年
度
９
件
） 

職職職
場場場
訪訪訪
問問問   

交
通
指
導
サ
ー
ビ
ス 

安
全
ニ
ュ
ー
ス 
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ゴ
ル
フ
同
好
会
コ
ン
ペ
の
日
取
り
、

場
所
・
時
間
、
プ
レ
イ
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
Ｈ
・
Ｐ 

→ 

会
員
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

又
、
同
Ｈ
・
Ｐ
で
は
各
行
事
ご
と

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

☎
〇
四
六
・ 

二
二
四
・ 

九
五
八
五 

長
島 

  

パ
ソ
楽
同
好
会
は
、 

会
員
約
30
名
。
毎
月
第 

３
月
曜
は
「
基
礎
コ
ー 

ス
」
で
パ
ソ
コ
ン
の
基 

礎
を
学
び
ま
す
。
第
４ 

月
曜
は
一
般
コ
ー
ス
で
、 

チ
ラ
シ
、
レ
シ
ピ
、
案 

内
状
、
年
賀
状
、
画
像 

付
き
カ
レ
ン
ダ
ー
、
家 

計
簿
、
旅
の
ア
ル
バ
ム
、 

動
画
編
集
等
を
幅
広
く 

学
習
し
ま
す
。 

又
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
お
助
け

マ
ン
が
数
名
い
る
の
で
安
心
し
て
参

加
で
き
ま
す
。
教
材
は
事
前
に
メ
ー

ル
配
信
す
る
の
で
、
自
宅
で
予
習
・

復
習
が
で
き
ま
す
。 

☎
〇
九
〇
・
四
三
七
四
・
一
一
二
二 飯

島 

ス
ト
レ
ッ
チ
で
固
く
な
っ
た
筋

肉
と
体
を
伸
ば
し
、
可
動
域
を
広

げ
、
代
謝
ア
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ス
発

散
を
し
ま
し
ょ
う
。 

先
ず
は
見
学
と
体
験
か
ら
お
気 

 

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

月
３
回
、
水
曜
日 

10
時
～
12
時
、 
  

 
  

 
 

☎
〇
八
〇
・ 

三
四
七
一
・  

 

〇
〇
八
六 
 

橋
本 

 

  

さ
つ
き
趣
味
の 

会
は
、
唯
一
女
子 

 

の
み
で
構
成
さ
れ 

て
い
る
会
で
す
。 

 
何
を
す
る
か
は 

 
 

会
員
の
総
意
で
決 

め
て
い
ま
す
。
昨 

年
度
は
睦
合
西
地

区
公
民
館
祭
り
の 

芸
能
発
表
会
に
参
加
し
て
「
長
生

き
サ
ン
バ
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
４
水
曜
日
は
カ
ラ
オ 

ケ
の
先
生
指
導
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

☎
〇
四
六
・
二
二
四
・
九
五
八
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香
川 

  
 

 

みんなの広場では風景写真などのほか

に、川柳・俳句・旅行記等の文芸ジャン

ル、絵・イラスト・漫画などの投稿をお

待ちしています。 

又、コレクション、ガーデニング、趣

味の自作品、自慢話、自慢の一品、座右

の銘、お気に入りの名言、意見等(当セン

ターへの意見も OK)も求めています。 

掲載可能なモノならナンデモありで

す。シルバー世代に、社会に、コメント

付きで発信して欲しい。 

また掲載されたモノへのご意見、ご要

望も掲載します。 

 [材料２人前〕 
豚バラ肉 70ｇ むきエビ 6 尾 
白菜 3 枚 人参 4cm  
しめじ 1/3 袋 もやし 1/3 袋 
（あれば筍の水煮少々）  
しょうがのみじん切り少々 
餅 4～5 個 水 200cc  
醤油大さじ 1.5  中華スープ
の素小さじ 1 酒大さじ 1 
砂糖小さじ 1 塩こしょう
少々 ごま油少々  
片栗粉大さじ 2 

我  が  家  の  簡  単  レ  シ  ピ    

五 目 あ ん か け 餅 

 

メール又は電子媒体で 
お願いします。締めきり
はありません。 

可能な号に掲載します。 
郵送の場合はみんなの広場投稿係と 
明記の上、当センターにお送りくだ
さい。 
 
 
 0070atsugisc@sjc.ne.jp 
 

 

メールアドレス 

応募方法 

〔作り方〕 
①  白菜は縦に真ん中から切りそれを横に 3cm に切り、 

じくと葉に分ける。人参は 4cm の薄い短冊に切る。しめ
じはばらす。筍は 4cm に切る。肉は一口大に切る。 

② ② フライパンに油を熱ししょうが、豚肉、白菜のじく、 
③    人参の順に入れて炒める。 

③ そこに、塩こしょう除いたすべての調味料を入れて 
4～5 分煮る。 

④ オーブントースターで餅を焼く。 
⑤  ③に白菜の葉、しめじ、もやし、筍、エビを入れてさ

らに 4～5 分煮る。 
⑥  塩こしょうで味を調え、片栗粉を同量の水で溶いて少

しずつ入れてとろみをつけ、ごま油を入れて餅の上にか
ける。 

★餅だけでなく、ご飯や炒めた焼きそば麺の上にかけても美

味しいですよ♫               by k 

 み  ん  な  の  広  場 

サークル活動 

ゴルフ 

同好会 

さつき 
趣味の会 

ストレッチ 
サークル 

 

パソ楽 

同好会 
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○
第
１
回
理
事
会
（
５
月
10
日
（
金
）
） 

 

審
議
事
項
は 

「
平
成
30
年
度
収
支
予
算
補
正
第
１
号
」 

「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
」 

「
平
成
30
年
度
収
支
決
算
」 

「
理
事
の
選
任
」 

「
令
和
元
年
度
定
時
総
会
」 

「
設
立
30
周
年
記
念
事
業
」 

「
表
彰
」 

の
７
件
が
議
題
と
な
り
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
事
項
に
つ
い
て
は 

「
正
会
員
入
会
申
込
者
」 

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
第
２
回
理
事
会
（
６
月
14
日
（
金
）
） 

 

審
議
事
項 

「
常
務
理
事
の
選
定
」
が
議
題
と
な
り
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

○
第
一
回
地
域
班
会
議
及
び
健
康
管
理 

講
習
会 

６
月
19
日
（
水
）
～ 

７
月
２
日
（
火
） 

４
５
０
人
参
加 

   

○
一
日
奉
仕
の
日 

実
施
日 

７
月
27
日(

土)

８
時
～
９
時 

場 

所 

厚
木
中
央
公
園 

内 

容 

公
園
除
草
・
清
掃 

 

○
第
１
回
応
急
手
当
講
習
会 

実
施
日 

９
月
18
日(

水)

13
時
30
分 

場 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 

容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
等
に
よ
る
救
命
講
習 

募
集
人
数 

20
名
程
度 

 

○
シ
ル
バ
ー
の
日 

実
施
日 
10
月
19
日
（
土
）
前
後
週
間 

場 

所 

各
地
域
班
に
よ
る 

内 

容 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間 

国
が
実
施
す
る
「
全
国
安
全
週
間
」

に
合
わ
せ
、
７
月
は
「
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
で
す
。
今
回
は
平
成
30
年

度
の
最
優
秀
安
全
就
業
標
語
を
御
紹
介

し
ま
す
。 

    

   

対
策
１ 

暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り 

 

日
常
的
に
適
度
な
運
動
を
お
こ
な
い
、

適
切
な
食
事
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

対
策
２ 

日
常
生
活
か
ら
工
夫
を
！ 

 

適
度
な
湿
度
を
保
つ
た
め
、
空
調
や

衣
服
を
工
夫
し
、
常
に
熱
中
症
を
気
に

す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

対
策
３ 

身
を
守
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
！ 

 

炎
天
下
で
の
作
業
時
は
適
度
な
水
分

と
塩
分
を
補
給
し
、
こ
ま
め
に
休
憩
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

    

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
「
配
分
金
明
細
」
や
「
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
を
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

☎
０
４
６-

２
２
４-

９
５
８
５ 

    

   

■ 

人
事
異
動 

 

３
月
31
日
付
け
で
石
井
勝
常
務
理
事

兼
事
務
局
長
が
退
職
し
、
新
た
に
前
事
務

局
次
長
の
加
藤
毅
氏
が
常
務
理
事
兼 

 
 

事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事

務
局
次
長
に
は
小
島
利
忠
氏
が
着
任
し

ま
し
た
。 

                    

事事事   

業業業   

報報報   

告告告   

理理理   

事事事   

会会会   

報報報   

告告告   

事事事   

業業業   

ののの   

計計計   

画画画   

熱熱熱
中中中
症症症
予予予
防防防
ににに
つつつ
いいい
ててて   

事事  

務務  

連連  

絡絡  

 

常務理事 

（兼）事務局長 

加藤 毅 

事務局次長 

小島 利忠 

ススス
マママ
イイイ
ルルル
トトト
ゥゥゥ
ススス
マママ
イイイ
ルルル   

会
員
数
（
平
成
31
年
４
月
30
日
現
在
） 

・男
性
７
９
４
人 

・女
性
２
４
４
人 

合
計
１
０
３
８
人 

 

焦
る 

慌
て
る 

イ
エ
ロｰ

カｰ

ド 

無
理
す
る 

手
を
抜
く 

レ
ッ
ド
カｰ

ド 

 

【
編
集
後
記
】 

 

令
和
元
年
度
定
時
総
会
・
設
立
30
周

年
記
念
事
業
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
御
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
設
立
30
周
年

に
ち
な
ん
だ
記
念
号
と
致
し
ま
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

会
報
も
100
号
に
向
け
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
情
報
誌
と
し
て
、
進
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。 


